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臨床心理士養成課程における学内実習での
中断ケースに関する文献研究

赤嶺　直子※1・岡田　和久※2

要  約
　臨床心理士養成課程における臨床実習は実践教育において重要な柱であり，その一環として大学院
生は大学付属の心理臨床施設に来所するケースを担当している。本論文では，実習において大学院生
が担当するケースの中断に関する文献を概観し，中断について考察した。その結果，中断を捉えるう
えでの視点の多様さ，それによる中断の定義の難しさが明らかになった。また，ケースの中断は必ず
しもネガティブなものではなく，少ない面接回数によってもクライエントに効果を生じさせている可
能性も考えられた。今後の課題として，ケースの中断に関する研究を積み重ねること，クライエント
側の視点による心理面接の捉え方を探ること，さらに，それらを踏まえてクライエントのニーズに則
したカウンセリングを提供するための教育システムを検討していくことが示唆された。

キーワード：中断，学内実習，面接回数

Ⅰ　問題と目的

　臨床心理士養成課程における臨床実習は，心
理臨床実践そのものを教育する上での重要な柱
である（森ら，2010）。当心理臨床センターの
ような大学付属の施設においても，そのカリ
キュラムの一環として，当センターに来所する
ケースを大学院生（以下，相談研修員）が教員
の指導の下に担当している。大学院にて修練を
積んでいる時期にある相談研修員にとって，初
めてケースを担当し，心理面接を行うというこ
とは相当な緊張や不安を伴うものであることは
想像に難くない。そのような中でのケースの中
断というのは，相談研修員にとって，大きな意
味を持つと考えられ，心理臨床実習における
ケースの中断に関する考察を進めていくことは
有用であろう。そこで本論文では，臨床実習で
相談研修員が担当するケースの中断に関する文
献を概観し，考察することを目的とする。ケー
スの中断に関する知見を探ることは，実際に学

内実習を行っている相談研修員だけでなく，臨
床心理士養成の実習における教育システムを再
考するためにも有意義な資料を提供することに
つながると考えられる。

Ⅱ　学内実習におけるケースの中断に
　　関する文献調査
1．文献検索
　臨床心理士養成課程における臨床実習の中断
に関して，文献を確認するために，国立情報学
研究所の Cinii でキーワードを入力し論文検索
を行ったところ，「臨床心理実習・中断」0件，
「心理実習・中断」0 件，「実習・心理・中断」
0件，「臨床実習・心理」63 件，「ケース・中断」
20件であった（2012年 5月 28日アクセス）。「臨
床実習・心理」の検索結果 63 件のうち，臨床
心理士養成課程における学内での心理実習に関
する文献は 0件であった。また，「ケース・中断」
の検索結果 20 件のうち，臨床心理士養成課程
における学内での心理実習に関する文献は 0件

※ 1　明治学院大学心理臨床センター
※ 2　明治学院大学心理学部
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であった。
　次に，当センターに郵送されてきた過去 3年
分の各大学の心理臨床センター紀要および年報
84 校のうち，学内実習の中断ケースに関する
研究について調査をしたところ，全 1991 論文
中 4論文（0.2%）であり，わずかな報告数であっ
た。
　したがって，臨床心理士養成課程における学
内実習でのケースの中断については積極的に取
り扱われていない可能性が示唆された。

2．中断の要因と相談研修員への影響
　学内実習における心理実習に関する文献はあ
まり多くはなかったが，臨床心理士の心理面接
における中断の要因については少なからず検討
されている。例えば丹治ら（2008）は，心理面
接の失敗について臨床心理士に調査をした結
果，その要因として，「間違った介入」「不適切
なアセスメント」「セラピー構造の崩れ」の順
に多かったことを報告している。また，西村ら
（1995）は学生相談における早期中断例につい
て考察している。そこでは，カウンセラー側か
らみた中断の要因として，クライエントの期待
とは異なる部分に焦点をあてて関わっていたこ
とや，セラピストが捉えていたクライエントの
理解と実際の関わりのずれがあったこと等が指
摘されている。
　篠原ら（2010）は，心理面接の中断のなかで
も相談研修員特有の中断について検討し，中断
の実際について考察している。そのなかで，相
談研修員はケースが中断に至ったのはセラピス
ト側の要因として受け止めてしまいやすいこ
と，そして，その背景には，クライエントが来
所しない理由がクライエント本人から相談研修
員に伝えられるケースが非常に少ないことが指
摘されており，クライエントから来所しなく
なった理由が伝えられなかった場合の相談研修
員の傷つきの大きさについても言及している。

さらに岩壁（2007）は，大学院生や初心者は，
特に失敗や自身の力不足を意識させられるよう
な状況に曝されることが多いと述べており，も
ともと自分の力量に不安をもちやすい初学の時
期に，自分の力量や臨床場面での振る舞いを評
価され続ける状況におかれるために，失敗に対
しての過敏さ，そしてそれを扱わないような傾
向が身についてくることを指摘している。これ
は，臨床心理士資格取得の途上にある相談研修
員という立場を考えれば，想像に難くないとい
える。
　このように，ケースの中断にはネガティブな
側面が取り上げられやすいが，その一方で，中
断に関するポジティブな側面も指摘されてい
る。例えば西村（1995）は，クライエント側か
らみた中断の要因のひとつとして，クライエン
トの「健康さ」によってクライエント自身の力
で自己の考え方などを整理していったことが述
べられている。また織田（1998）は，心理療法
の持つ侵襲性を指摘しており，中断が治療を継
続することによって引き起こされる破滅的な状
態を防ぐ意味をもつと指摘している。その他に
も，クライエントが中断を自ら決定する行為そ
のものがクライエントの自主性を促進させた
り，発達課題を解決させたりするという側面が
あることが指摘されている（河合，1970 ; 馬場，
1999 ; 森田，2003）。
　このように，中断はセラピスト側からみれば
セラピスト自身の対応のまずさによるものとし
て，一方，クライエント側からみればクライエ
ント自身の健康さによるものとして捉えられる
ことから，どの視点から捉え直すかによって，
ポジティブにもネガティブにもなり得ると考え
られる。

Ⅲ　ケースの中断と面接回数

　森ら（2010）は，インテーク面接以降，継続
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面接となった全ケースの面接回数を調査してお
り，その結果，面接回数 1～2 回であるものは
28.0％で，3～6 回が 30.0% であり，全体の約 6
割が 6回以内であったことを指摘している。ま
た，赤嶺ら（2012）によれば，学内実習におけ
るケースが中断に至るまでの面接回数の中央値
は 4回であったと報告している。このように，
学内実習のケースは比較的少ない面接回数で中
断に至る可能性が示唆される。
　ところで，シングル・セッション・セラピー
で有名なTalmon（1990/2001）は，1回のみの
面接しかしていない 200 人の自分の患者への電
話調査を行っている。その結果，78％の患者は
1回の面接で欲しかったものが手に入ったので
当該の問題に対して以前より良い感じ，あるい
はかなり良い感じを持つようになったと答えて
くれた，と述べており，一方セラピスト，ある
いは面接の結果が気に入らなかったと答えた患
者はわずか 10％であったと報告している。ま
た，Commings, et al（1976）によれば，別の
病院での 5年間にわたる追跡調査の結果におい
ては，患者が 1 度の心理面接を受けたことに
よって，その後医療施設を利用する総合的回数
が著しく減ることが明らかになっており，「継
続的心理療法をしないたった 1 度のセッショ
ンによって，その後 5 年間の医療施設利用が
60％も減らせるという発見は驚きであり，まっ
たく予想もしていなかった」と述べられている。
　臨床心理士養成課程における一般的な教育シ
ステムでは比較的長期の継続的な面接が好まし
いものとされている。しかし，上記の調査のよ
うに，必ずしも長期的に継続している面接でな
く，1回の面接のような少ない面接回数におい
てもクライエントの症状や問題が回復する可能
性があることが示唆される。これは，学内実習
のケースにおいて比較的少ない面接回数で中断
と思われる事態が生じたとしても，それは必ず
しもネガティブな面接であったのではなく，ク

ライエントにとって有用なポジティブな面接と
なっている可能性があったことも否定できない
といえよう。もちろん，セラピストは普段から
自身の面接を反省し，今後に生かすことが必要
なことは言うまでもない。しかし，セラピスト
側の視点からの反省だけではなく，実際にクラ
イエント側がどう感じていたのかを客観的に調
査・研究していくことは相談研修員への過剰な
中断への不安を低減させる可能性があると考え
られる。

Ⅳ　「中断」について

1.　「中断」という定義の困難さ
　これまで学内実習におけるケースの中断につ
いて考察をすすめてきたが，この「中断」と
いう定義自体について検討することも有用と
思われる。しかし，心理臨床大辞典（氏原ら，
2010）の巻末索引には「中断」の用語は掲載さ
れておらず，何をもって心理面接の中断とする
のかといった「中断」の定義については研究者
ごとに異なり，一様とはいえない。例えば，精
神分析事典（小此木ら，2002）によれば，伊崎
（2002）は中断を，「外的な困難（治療者あるい
は患者の転居，病気，経済的理由），健康への
逃避，転移性治癒，精神分析が手詰まりになっ
て患者と治療者とがもはや続けるべきではない
という同意をした場合などに，治療目標に到達
されないまま関係が終わること」と定義してい
る。また，佐野ら（2004）は中断を，「心理療
法契約（治療契約）の成立後，心理療法目標（治
療目標）を達成していないのにもかかわらず，
心理療法関係を終わらせること」と定義してい
る。さらに，篠原ら（2010）は中断の基本的な
定義として，「クライエントの症状およびパー
ソナリティが全く，あるいは部分的にしか改善
されず，セラピストとの別離も不完全のままで
面接が終わることを指している」と述べている。
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　このように，中断の定義には様々なものがあ
り，どのように中断を定義するかについては困
難さを伴うと考えられる。

2．セラピスト側の視点による「中断」
　上述の定義によれば，いずれも治療目標へ到
達する前に面接が継続されなくなった事態のこ
とを「中断」と位置付けているようである。し
かも，治療目標が達成されずに中断と捉えて
いるのはセラピスト側であることが多い。白
鳥（2012）は，これまでの国内における研究に
はセラピスト側の視点でカウンセリングを捉え
ているものが多く，クライエント側の視点に
立った研究が少ないことを指摘している。また，
Garfi eld（1994）は，セラピストが考える臨床
的な改善かあるか否かに関わらず，クライエン
ト自身にとって十分に回復すると来談しなくな
ることを指摘しており，50% 以上のクライエ
ントは 1～2 回の面接で変化を感じることを示
している。このように，クライエントとセラピ
ストの面接目標に対する予測と期待には大きな
違いがあり，セラピストが中断であると認識し
ているケースでも，クライエント側の視点から
みるとその心理面接のプロセスにおいては何ら
かの効果をあげている可能性が考えられる。
　以上のように，セラピスト側による「中断」
の判断では，クライエント自身が一定の効果を
感じていても，一方でセラピスト側としてはま
だ目標には到達していないといった認識のずれ
が存在する可能性が示唆されることから，クラ
イエント側の視点による「中断」についても検
討する必要があるだろう。

Ⅴ　今後の課題

　本論文では学内実習におけるケースの中断に
関する文献調査と「中断」そのものについて考
察した。その結果，学内実習のケースの中断に

関する研究の少なさ，面接回数の少なさだけで
中断と判断されやすい可能性，どの視点から判
断するかによって中断の捉え方が変わること，
が示唆された。今後は，クライエント側の視点
からみたカウンセリングにおけるニーズ調査を
通して，よりクライエントにとって有益となる
治療モデルのスキルを修得させるような教育シ
ステムを検討していく必要があると考える。
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